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要旨：著者らは，鞆の浦の社寺建築および社寺境内の石造文化として特に重要と思われる鞆の津塔について調査を
行う機会を得た。1 基ごとに実測図を作成し，さらに造立年代や構造形式などについて調査を行った。その結果，
鞆の津塔は，五輪塔と宝篋印塔の部材を混在させた石塔と考えられた . また基礎正面に束で 2 分割した格狭間，両
側面に通常の格狭間を彫ること，さらに隅飾が同時代の宝篋印塔と比べて外側への傾斜が極めて少なく伝統的であ





1 広島大学総合博物館；Hiroshima University Museum
2 福山市教育委員会；Fukuyama City Board of Education






































（臨済宗）に 1 基，大観寺（真言宗）に 2 基，阿弥陀
寺（浄土宗）に 12 基の計 15 基である。ここでは，
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安国寺 承応 3 年（1654） 239cm（台座下端～） 上部に繰形 × 地水火風空 ○（正・側面） ○ ○ ○ ○（9） ○ ○
大観寺① 16 世紀後～ 17 世紀初期※ 185cm（基礎下端～） ○ ○ × × × ○ ○ ○（7） ○ ○
大観寺② 寛文 5 年（1665） 267cm（台座下端～） × × 種子 ○（正・側面） ○ ○ ○ ○（5） ○ ○
阿弥陀寺① 17 世紀中期※ 167cm（基礎下端～） 不明 不明 × 不明 × ○ ○ ○（6） × ○
阿弥陀寺② 正保 3 年（1649） 179cm（基礎下端～） ○ ○ 南無阿弥陀仏 ○ × ○ △ ○（7） × △
阿弥陀寺③ 寛文年間 139cm（基礎下端～受花（下）上端） ○ 不明 × ○ × ○ ○ ○（7） △ ×
阿弥陀寺④ 17 世紀中期※ 130cm（基礎上端～） 不明 不明 × 不明 不明 ○ ○ ○（7） × ○
阿弥陀寺⑤ 17 世紀中期※ 145cm（基礎上端～） 不明 不明 × 不明 不明 ○ ○ ○（6） ○ ○
阿弥陀寺⑥ 寛文 2 年（1662） 203cm（台座下端～） ○ ○ × × ○ ○ ○ ○（6） △ △
阿弥陀寺⑦ 17 世紀中期※ 139cm（基礎上端～） 不明 ○ × 不明 不明 ○ ○ ○（6） × ○
阿弥陀寺⑧ 17 世紀中期※ 191cm（基礎下端～） ○ ○ × × ○ ○ ○ ○（6） ○ ○
阿弥陀寺⑨ 17 世紀中期※ 133cm（基礎上端～） ○ ○ 種子 ○ 不明 ○ ○ ○（6） × △（風・空の刻銘四方）
阿弥陀寺⑩ 寛文 12 年（1672） 191cm（基礎下端～） ○ ○ 南無阿弥陀仏 ○（女性） × ○ ○ ○（8） ○ ○
阿弥陀寺⑪ 慶安 4 年（1651） 200cm（基礎下端～） ○ ○ 南無阿弥陀仏 ○ ○ ○ ○ ○（6） ○ ○
阿弥陀寺⑫ 17 世紀前期※ 233cm（台座下端～） ○ ○ 種子 ○ ○ ○ ○ ○（7） ○ ○
宝大寺① 文政元年（1818） 176cm（台座下端～） × × 地水火風空 ○ ○ ○ ○ ○（1） ○ ○






































図 1　鞆の津塔（安国寺）単位：cm 図 2　鞆の津塔（大観寺）単位：cm
50 佐藤大規・檀上浩二
広島大学総合博物館研究報告Bulletin of the Hiroshima University Museum 5: December 25, 2013  © 広島大学総合博物館Hiroshima University Museum
























































































広島大学総合博物館研究報告Bulletin of the Hiroshima University Museum 5: December 25, 2013  © 広島大学総合博物館Hiroshima University Museum
中で，最も新しいものである。
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図 3　鞆の津塔（阿弥陀寺）単位：cm
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写真 1　安国寺
写真 6　阿弥陀寺③ 写真 7　右：阿弥陀寺④　左：阿弥陀寺⑤
写真 4　阿弥陀寺① 写真 5　阿弥陀寺②
写真 2　大観寺① 写真 3　大観寺②
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180cm を越え，大観寺②のように 267cm あるものも
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なからず用いられている。したがって本稿においても地元
に敬意を払い鞆の津塔という名称を用いることにする。
3） 調査は，平成 22 年 10 月 11 日に行った。参加者は，三浦
正幸（広島大学大学院文学研究科教授）・山口佳巳（調査時，
日本学術振興会特別研究員，現，広島大学特別研究員）・
佐藤大規・檀上浩二である。なお平成 23 年 1 月 15 日に
補足調査を佐藤が行った。また宝大寺の調査は，平成 25
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